
馨il

翻

学
生
の
声
を
講
義
改
善
に

講
義
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ノ
ウ
ハ
ウ

二
木
　
立

（
日
本
福
祉
大
学
）

は
じ
め
に

　
私
は
一
九
七
二
年
に
医
学
部
を
卒
業
し
た
医
師
出
身
の
教
員
で
す
。

卒
業
直
後
か
ら
十
三
年
間
東
京
都
心
の
地
域
病
院
（
代
々
木
病
院
）

で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
と
し
て
診
療
・
研
究
を
続
け
る
傍
ら
、

医
療
経
済
学
の
勉
強
・
研
究
を
行
い
、
一
九
八
五
年
に
日
本
福
祉
大

学
社
会
福
祉
学
部
の
教
員
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
で
は
、
　
「
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
の
視
点
か
ら
障
害
者
福
祉
・
老
人
福
祉
を
考
え

る
」
専
門
演
習
（
三
・
四
年
生
対
象
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
）
を
開
講
す
る

と
と
も
に
、
大
教
室
講
義
で
は
、
　
「
障
害
児
の
病
理
と
保
健
（
1
）

（
身
体
障
害
児
）
」
、
「
医
療
保
障
論
」
、
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医

学
」
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
の
講
義
も
、
　
「
半
期
も
の
」
で

す
。　

私
が
、
社
会
科
学
系
の
大
学
で
教
育
を
始
め
て
一
番
驚
い
た
こ
と

は
、
最
低
百
人
～
時
と
し
て
四
〇
〇
人
を
超
え
る
学
生
を
対
象
と
す

る
、
大
教
室
で
の
講
義
の
存
在
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
私
の
学
ん
だ
東

京
医
科
歯
科
大
学
医
学
部
は
一
学
年
定
員
が
八
○
人
の
た
め
、
も
っ
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と
も
大
き
な
教
室
で
も
、
定
員
（
椅
子
の
数
）
は
せ
い
ぜ
い
二
〇
〇

人
く
ら
い
、
出
席
者
は
数
十
人
で
し
た
か
ら
。

　
少
人
数
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
教
育
と
異
な
り
、
こ
の
よ
う
な
大
教
室
講

義
が
教
員
か
ら
学
生
へ
の
一
方
通
行
に
な
り
や
す
い
の
は
、
周
知
の

通
り
で
す
。
私
は
、
こ
の
点
を
少
し
で
も
改
善
し
よ
う
と
、
講
義
の

た
び
に
、
最
後
の
一
〇
分
前
後
を
学
生
か
ら
質
問
や
意
見
を
聞
く
時

間
に
充
て
て
い
ま
す
が
、
大
教
室
で
発
言
す
る
「
勇
気
あ
る
」
学
生

は
ご
く
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
私
は
、
日
本
福
祉
大
学
に
赴
任
し
た
一
九
八
五
年
度
か

ら
毎
年
、
大
教
室
講
義
の
最
終
日
の
最
後
に
、
無
記
名
の
講
義
ア
ン

に
き
・
り
ゅ
う
●
一
九
四
七
年
生
ま
れ
●
専
攻
は
医
療
経
済
学
と
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
●
主
な
著
書
に
『
医
療
経
済
学
』
　
『
脳
卒

中
の
早
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
』
　
『
現
代
日
本
医
療
の
実
証
分

析
』
　
『
複
眼
で
み
る
九
〇
年
代
の
医
療
』
●
教
育
信
条
①
人
権
・
人

間
の
尊
厳
は
平
等
だ
が
能
力
は
不
平
等
（
の
人
間
観
に
立
っ
て
、
各

人
の
能
力
を
最
大
限
伸
ば
す
）
②
来
る
者
拒
ま
ず
去
る
者
追
わ
ず

（
ベ
タ
ベ
タ
し
た
付
き
合
い
は
し
な
い
）
③
形
式
第
一
内
容
第
二

（
規
律
に
は
厳
し
い
が
、
思
想
や
私
生
活
に
は
干
渉
し
な
い
）
●
研

究
信
条
①
「
情
熱
の
み
が
理
性
を
鋭
く
す
る
」
　
「
青
春
の
夢
に
誠
実

で
あ
れ
」
②
「
書
く
こ
と
も
戦
い
だ
」
「
継
続
こ
そ
力
」
③
「
政
策

的
意
味
合
い
が
明
確
な
実
証
的
研
究
」
　
「
論
よ
り
実
証
」
。

ケ
ー
ト
を
行
い
、
　
「
声
な
き
声
」
を
把
握
し
、
次
年
度
の
講
義
改
善

に
役
立
て
て
い
ま
す
。
こ
れ
の
所
用
時
間
は
、
約
十
五
分
で
す
。

　
ま
た
、
一
九
九
〇
年
度
か
ら
、
そ
れ
の
結
果
の
ま
と
め
と
私
の
コ

メ
ン
ト
を
書
い
た
「
講
義
ア
ン
ケ
ー
ト
の
報
告
」
を
作
っ
て
、
定
期

試
験
の
折
り
に
、
学
生
に
配
布
す
る
よ
う
に
し
て
も
い
ま
す
。

　
小
論
で
は
、
こ
の
よ
う
な
私
の
「
教
育
実
践
」
に
つ
い
て
報
告
し

ま
す
。
な
お
、
こ
の
小
論
の
要
旨
は
、
一
九
九
一
年
八
月
の
日
本
教

育
学
会
第
五
〇
回
大
会
で
報
告
し
ま
し
た
。

講
義
ア
ン
ケ
ー
ト
の
工
夫
①
ー
「
学
生
の
努
力
面
」
も
調
査

　
最
近
で
は
、
講
義
ア
ン
ケ
ー
ト
自
体
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
正

確
な
統
計
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
学
で
も
、
数
割
の
教
員
が
、
そ
れ

ぞ
れ
独
自
に
講
義
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
一
般
に
講
義
ア
ン
ケ
ー
ト
と
い
う
と
、
　
「
講
義
・
教
員
に

対
す
る
評
価
と
意
見
」
だ
け
を
、
自
由
記
載
で
書
か
せ
る
こ
と
が
多

い
、
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
し
て
私
の
講
義
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
次
の
二
つ
の
工
夫

を
し
て
い
ま
す
。
一
九
九
一
年
度
の
医
療
保
障
論
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用

紙
（
現
物
は
A
4
版
）
を
ご
参
考
ま
で
に
添
付
し
ま
す
。

　
一
つ
は
、
　
「
講
義
・
教
員
に
対
す
る
評
価
と
意
見
」
だ
け
で
な
く
、
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「
学
生
諸
君
の
努
力
面
」
も
調
査
す
る
こ
と
で
す
。

　
一
九
九
一
年
度
に
は
、
①
総
合
的
自
己
評
価
②
講
義
へ
の
出
席
回

数
③
テ
キ
ス
ト
の
購
入
④
ふ
だ
ん
の
予
習
⑤
ふ
だ
ん
の
復
習
⑥
講
義

期
問
中
に
三
回
実
施
し
て
い
る
小
テ
ス
ト
の
受
験
回
数
⑦
同
受
験
勉

強
、
の
七
項
目
を
調
査
し
ま
し
た
。
実
は
、
こ
の
よ
う
な
「
学
生
諸

君
の
努
力
面
」
の
調
査
は
、
河
合
塾
大
阪
校
で
行
わ
れ
て
い
る
「
授

業
テ
キ
ス
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
参
考
に
し
て
、
一
九
八
九
年
度
か
ら

追
加
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
面
も
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
諸
君
の
自
省

が
促
さ
れ
る
と
見
え
て
、
一
九
八
八
年
以
前
に
散
見
さ
れ
た
無
責
任
、

い
い
加
減
な
回
答
が
大
幅
に
減
り
ま
し
た
。
単
な
る
自
由
記
載
の
ア

ン
ケ
ー
ト
だ
と
、
教
員
の
意
欲
を
そ
ぐ
よ
う
な
無
責
任
な
放
言
が
書

か
れ
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
し
、
本
学
で
も
、
そ
れ
が
い
や

で
講
義
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
や
め
た
教
員
も
い
ま
す
。
私
自
身
も
、

赴
任
二
年
目
の
医
療
保
障
論
の
講
義
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
自
由
記
載
欄

に
、
　
「
自
己
中
心
的
で
金
に
目
が
な
い
医
者
の
言
う
こ
と
な
す
こ
と

全
く
分
か
ら
ん
」
と
書
か
れ
て
大
変
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
経
験
が
あ

り
ま
す
が
、
最
近
は
、
こ
の
よ
う
な
「
回
答
」
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な

り
ま
し
た
。

講
義
ア
ン
ケ
ー
ト
の
工
夫
②
1
項
目
を
細
分
し
て
五
段
階
評
価

　
私
の
講
義
ア
ン
ケ
ー
ト
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
自
由
記
載
に
加

え
て
、
　
「
講
義
・
教
員
に
対
す
る
評
価
と
意
見
」
と
「
学
生
諸
君
の

努
力
」
を
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
項
目
前
後
に
細
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
五
段
階

（
一
部
は
三
段
階
）
の
『
定
量
的
』
評
価
を
書
い
て
も
ら
う
こ
と
で

す
。
こ
の
項
目
は
、
毎
年
、
前
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
基
に

し
て
、
拡
充
し
て
い
ま
す
。
表
に
示
し
ま
し
た
よ
う
に
、
一
九
九
一

年
度
の
医
療
保
障
論
で
は
、
　
「
講
義
・
教
員
に
対
す
る
評
価
と
意

見
」
と
し
て
は
、
　
「
全
体
的
評
価
」
か
ら
「
学
生
か
ら
み
た
教
員
の

熱
意
」
ま
で
、
二
四
項
目
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。
　
『
学
生
諸
君

の
努
力
面
』
に
関
し
て
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
七
項
目
で
す
。

私
と
し
て
は
、
こ
れ
が
調
査
項
目
の
「
決
定
版
」
あ
る
い
は
「
限

界
」
だ
と
思
っ
て
お
り
、
今
後
は
、
学
生
の
記
載
の
負
担
を
減
ら
す

た
め
に
も
、
私
自
身
の
集
計
・
分
析
の
手
間
を
省
く
た
め
に
も
、
項

目
を
減
ら
そ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
に
調
査
項
目
を
細
分
し
て
五
段
階
評
価
を

求
め
る
こ
と
に
よ
り
、
一
般
の
講
義
ア
ン
ケ
ー
ト
に
比
べ
て
、
学
生

の
講
義
・
教
員
に
対
す
る
評
価
と
意
見
を
、
分
析
的
か
つ
定
量
的
に

把
握
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
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講義についてのアンケート（’91年度医療線障論）
（1991．7．12実施）◎二木立　　　学部（　　）学年（　　）（男・女）　※ゼミ名・氏名は書かないこと

　　　　　　　　　　進路第一、志望（医療、福祉、教員、公務員、企業、その他、未定）

＜講義・教員に対する評価と意見＞
　　　　　　　　　　　　悪←　普通　→良分カラナイ意見・榊断改善提案を、具体的に。
。よ3．．全体的評麺．＿．＿＿．。。＿．三．↓．二2．τβ．＝4．丁．5．．鎚．…

2．講義の内容全般　　　　　　　：1－2－3－4－5　NA…
β’、議義のゴ‡方全般．＿＿．＿＿』．1．二2二書．二全二5．．単…

4．事実の解説中心の講義スタィル：1－2－3－4－5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●
5．社会福祉士試験への1対応1

6，定刻通りの講義開始
7，定刻通りの講義終了
8，講義の終｝）に質間受付

9．講義時以外は質間受け付けず
10．小テストの実施と解説

11．講義の100のポイントの提示
12．100のホ。イントのみから問題を出題：1－2－3－4－5

13．最終講義でのホ’イントの解答説明　：1－2－3－4－5

14．特論「在宅ケア…」　　　　　：1－2－3－4－5
15．医療関連の映画・ビデオの紹介：1－2－3－4－5
16．時間外の自由参加ビデオ上映会：1－2－3－4－5
17．テキスト「資料集」の内容

18．同　　　「資料集」の装丁等

19，テキスト「国民衛生の動向」

20．板書

21．講義の難易度

22．話すスピード

A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A

N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N

5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
ギ
“

一
噂
騙
一
一
輔
一
一
一
一
一
一
一
騨
一
幽
一
派
辮

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
難
速

き
き
シ
き
き
き
シ
き
ト
き
シ
シ
き
ト
き
シ
き
厨
勢

二
一
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
ニ
適
適

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
ギ
“

一
一
一
一
鱒
一
一
“
一
一
嗣
輯
一
顔
一
一
一
淑
寿

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
易
遅

●●●

■o●

●●●

●●●

o●●

●●●

●●●

●■●

●●●

●●●

●●●

■●●

●■●

●●■

o●■

●●●

2β，．遜の太き」さ＿一＿。．．＿＿．．．三ノ」Σ竺｛．．適概ゴくモ匙ぞ。．♪堕．　…

24．学生からみた教員の熱意　　　：1－2－3－4－5　NA…

＊講義の内容にっいて、具体的に。

①特に良かった点：

②もっと詳しく聞きたかった点：

③特に難しかった点：

＊講義の仕方にっいて、具体的に。

①特に良かった点：

②特に悪かった点：

＜学生諸君の努力面〉
1．総合的自己評価：1－2－3－4－5　NA
2，講義の出席回数：①3回以下、餌～6回、③7～9回、④10～12回、⑤全13回　NA

　　欠席理由　：
3，テキストの購入：①なし、②「資料集」のみ、③「国民衛生の動向」のみ、④両方

　　買わない理由：
4，ふだんの予習　：①いっも、②しばしば、③ときどき、④たまに、⑤全然、

5．ふだんの復習　：①いっも、②しばしば、③ときどき、④たまに、⑤全然、

6．小テス1受験回数：①受けず、②1回、　③2回、　④3回
7，小テスト試験勉強：①せず、　②1回、　③2回

＜その他、なんでも、意見があれば、具体的に（書ききれなければ裏へ）＞

7



　
例
え
ば
、
表
に
示
し
た
一
九
九
一
年
度
医
療
保
障
論
ア
ン
ケ
ー
ト

の
「
講
義
・
教
員
に
対
す
る
評
価
と
意
見
」
二
四
項
目
の
う
ち
五
段

階
評
価
の
二
一
項
目
の
ベ
ス
ト
五
（
平
均
点
の
高
い
上
位
五
項
目
）

は
、
①
教
員
の
熱
意
（
四
・
五
三
）
②
講
義
の
一
〇
〇
の
ポ
イ
ン
ト

の
提
示
（
四
・
四
九
）
、
③
同
一
〇
〇
の
ポ
イ
ン
ト
の
み
か
ら
試
験
問

題
を
出
題
（
四
・
三
一
）
、
④
医
療
関
連
の
映
画
・
ビ
デ
オ
の
紹
介

（
四
・
二
七
）
、
⑤
定
刻
通
り
の
講
義
開
始
（
四
・
一
九
）
で
す
。
逆

に
、
ワ
ー
ス
ト
四
（
平
均
点
の
低
い
下
位
四
項
目
）
は
、
①
講
義
時

間
以
外
は
質
問
受
け
付
け
ず
（
正
確
に
ほ
、
毎
回
の
講
義
の
最
後
の

質
問
の
時
間
に
黙
っ
て
い
て
、
講
義
終
了
後
に
質
問
さ
れ
て
も
一
切

答
え
な
い
）
三
・
〇
四
）
、
②
板
書
（
三
・
○
八
）
、
③
「
資
料
集
」
の

装
丁
等
（
三
・
五
三
）
、
④
「
国
民
衛
生
の
動
向
（
テ
キ
ス
ト
）
」

（
三
・
五
五
）
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
調
査
項
目
が
多
い
と
、
学
生
が
面
倒
く
さ
が
っ
て
ま

じ
め
に
答
え
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
私
自
身
、

興
味
の
な
い
調
査
に
ど
う
し
て
も
答
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
に

は
、
各
項
目
を
「
オ
ー
ル
三
」
に
し
て
お
茶
を
濁
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
点
を
一
九
九
〇
年
度
の
医
療
保
障
論
講
義
ア
ン
ケ

ー
ト
で
検
証
し
た
と
こ
ろ
、
　
「
講
義
・
教
員
に
対
す
る
評
価
と
意

見
」
八
項
目
に
対
し
て
、
同
一
の
評
価
（
つ
ま
り
「
オ
ー
ル
三
（
ま

た
は
四
、
五
等
）
」
を
し
た
学
生
は
わ
ず
か
六
・
三
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
結
果
は
、
学
生
が
ま
じ
め
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し

て
い
る
証
拠
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

私
の
講
義
の
「
目
玉
」
①
1
』
○
○
の
ポ
イ
ン
ト
」
の
作
成

　
順
序
が
逆
に
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
、
前
述
し
た
「
ベ
ス
ト
五
」

項
目
と
関
わ
る
範
囲
で
、
私
の
大
教
室
講
義
の
二
つ
の
「
目
玉
」
を

紹
介
し
ま
す
。

　
先
ず
、
私
は
、
医
師
出
身
の
た
め
も
あ
り
、
大
教
室
講
義
で
は
、

学
生
が
基
本
的
事
実
・
事
項
を
正
確
に
理
解
す
る
こ
と
を
何
よ
り
も

重
視
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
ど
の
科
目
で
も
、
学
生
が
最
低

覚
え
て
お
く
べ
き
コ
○
○
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
作
成
し
て
配
布
し
、

各
科
目
の
最
終
回
の
講
義
の
時
に
、
講
義
の
ま
と
め
も
兼
ね
て
、
そ

の
解
答
を
口
頭
で
示
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
講
義
期
間
中
に
実
施

す
る
三
回
の
小
テ
ス
ト
で
も
、
定
期
試
験
、
追
試
験
・
再
試
験
で
も
、

こ
の
一
〇
〇
の
ポ
イ
ン
ト
か
ら
、
一
字
一
句
同
じ
問
題
を
出
す
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
で
は
、
講
義
に
出
な
い
学
生
で
も
、
一
夜
漬
け
の
勉
強
で
簡

単
に
単
位
が
と
れ
て
し
ま
う
と
疑
問
を
持
た
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
は
項
目
が
一
〇
〇
も
あ
る
だ
け
で
な
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く
、
分
析
的
な
答
え
を
求
め
て
い
る
た
め
、
正
確
に
理
解
・
記
憶
し

て
い
な
い
と
、
正
解
は
書
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
私
の
経
験
で
は

講
義
に
ま
と
も
に
出
ず
に
一
夜
漬
け
で
単
位
を
取
得
し
た
学
生
は
一

人
も
い
ま
せ
ん
。
逆
に
、
ふ
だ
ん
ま
じ
め
に
講
義
に
出
席
し
て
い
な

い
学
生
は
、
試
験
を
放
棄
す
る
よ
う
で
す
。
ち
な
み
に
、
私
は
、
履

修
登
録
を
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
試
験
を
放
棄
し
た
学
生
に
は
、
無

条
件
で
、
D
（
不
合
格
）
の
評
価
を
つ
け
て
い
ま
す
。

　
こ
う
書
く
と
ず
い
ぶ
ん
厳
し
い
試
験
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
ま
す
が
、

「
一
〇
〇
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
明
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま
じ
め
に
講

義
に
出
席
し
て
フ
ツ
ー
に
試
験
勉
強
し
て
い
る
学
生
に
は
、
大
変
安

心
感
を
与
え
て
い
る
よ
う
で
す
し
、
現
実
に
、
試
験
受
験
者
の
八
割

は
合
格
点
を
と
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
講
義
の
一
〇
〇
の
ポ
イ
ン

ト
に
関
す
る
二
つ
の
項
目
が
ベ
ス
ト
ニ
位
と
三
位
に
入
っ
て
い
る
の

は
、
学
生
が
こ
の
方
式
を
支
持
し
て
い
る
何
よ
り
の
証
拠
だ
と
言
え

ま
す
。

　
た
だ
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
記
載
欄
に
書
か
れ
た
学
生
の
意
見

の
中
に
は
、
ご
く
一
部
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
客
観
テ
ス
ト
だ
け
で

な
く
、
学
生
の
意
見
を
書
か
せ
る
論
述
式
の
問
題
も
加
え
る
べ
き
だ

と
い
う
、
意
見
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
私
は
、
大
教
室
講
義
の
試

験
は
客
観
テ
ス
ト
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
学
生
の
意
見
を
書
か
せ
て

そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
方
式
は
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
行
う
べ
き
だ
と
い
う

持
論
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
私
が
担
当
し
て
い
る
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学

の
視
点
か
ら
障
害
者
福
祉
・
老
人
福
祉
を
考
え
る
」
専
門
演
習
で
は
、

三
年
次
に
七
回
の
レ
ポ
ー
ト
を
課
し
、
毎
回
、
詳
細
な
個
別
添
削
と

公
開
添
削
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
ゼ
ミ
学
生
は
、
私
を

「
レ
ポ
ゴ
ン
」
と
呼
ん
で
、
恐
れ
て
い
ま
す
。

私
の
講
義
の
「
目
玉
」
②
i
医
療
・
福
祉
関
連
最
新
映
画
の
紹
介

　
私
の
講
義
の
も
う
一
つ
の
「
目
玉
」
は
、
講
義
中
（
ほ
と
ん
ど
は

冒
頭
）
に
、
そ
の
科
目
に
多
少
で
も
関
連
す
る
最
新
の
映
画
・
ビ
デ

オ
の
紹
介
を
す
る
こ
と
で
す
。

　
文
化
論
の
講
義
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
医
学
や
福
祉
関
連
の
講
義
で

映
画
の
話
し
を
す
る
こ
と
に
違
和
感
を
持
た
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
最
近
の
映
画
に
は
、
医
療
・
福
祉
を
直
接
・
間
接
の
テ
ー

マ
に
し
た
映
画
が
少
な
く
な
い
の
で
す
。
例
え
ば
、
洋
画
で
は
、
こ

の
二
～
三
年
に
封
切
ら
れ
た
メ
イ
ジ
ャ
ー
な
作
品
に
限
定
し
て
も
、

ダ
ス
テ
ィ
ン
・
ホ
フ
マ
ン
が
特
異
な
自
閉
症
者
を
演
じ
た
『
レ
イ
ン

マ
ン
』
、
ダ
ニ
エ
ル
・
デ
イ
・
ル
イ
ス
が
重
度
の
ア
テ
ト
ー
ゼ
型
脳
性

マ
ヒ
者
を
演
じ
た
『
マ
イ
・
レ
フ
ト
・
フ
ッ
ト
』
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
レ
モ

ン
が
痴
呑
性
老
人
を
演
じ
た
『
晩
秋
』
、
ト
ム
・
ク
ル
ー
ズ
が
脊
損
者
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を
演
じ
た
『
七
月
四
日
に
生
ま
れ
て
』
、
ロ
バ
ー
ト
・
デ
・
二
ー
ロ
が

特
殊
な
脳
炎
後
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
氏
病
患
者
を
演
じ
た
『
レ
ナ
ー
ド
の

朝
』
、
更
に
は
、
ハ
リ
ソ
ン
・
フ
ォ
ー
ド
が
頭
部
外
傷
患
者
を
演
じ
た

『
心
の
旅
』
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
邦

画
で
も
、
　
『
病
院
へ
行
こ
う
』
、
『
僕
が
病
気
に
な
っ
た
理
由
』
、
『
老

人
Z
』
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
し
、
山
田
洋
次
監
督
の
『
息
子
』
も
、

広
義
の
福
祉
関
連
映
画
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
映
画
・
芝
居
好
き
の
私
は
、
話
題
作
は
で
き
る
だ
け
封
切
り
直
後

に
観
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
が
、
そ
の
「
副
産
物
」
と
し
て
、

医
療
・
福
祉
に
多
少
で
も
関
連
す
る
映
画
を
「
発
見
す
る
」
た
び
に
、

講
義
で
そ
れ
を
紹
介
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
学
生
が
ぜ

ひ
観
た
ほ
う
が
い
い
と
思
う
映
画
に
関
し
て
は
、
口
頭
で
紹
介
す
る

だ
け
で
な
く
、
そ
の
映
画
の
内
容
を
紹
介
し
た
「
資
料
（
番
外
）
」

（
B
4
版
）
を
講
義
開
始
時
に
配
布
し
て
も
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

講
義
の
導
入
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
映
画
の
紹
介
は
、
な
か
ば
（
大
半
？
）
趣
味
的
で
も

あ
り
、
当
初
は
、
学
生
か
ら
反
発
を
受
け
る
の
で
は
な
い
か
と
も
懸

念
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
、
堂
々
ベ
ス
ト
四
位
に
入
っ
て
い
ま
す
し
、
自
由
記
載
欄

の
意
見
で
も
大
変
好
評
で
す
。
講
義
で
は
ど
う
し
て
も
、
現
実
の
医

療
や
福
祉
の
イ
メ
ー
ジ
が
わ
き
に
く
い
の
に
対
し
て
、
映
像
で
は
、

そ
れ
が
た
や
す
く
得
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
現
在
で
は
、
医
療
や
福
祉
に
多
少
で
も
関
す
る
映

画
は
、
細
大
も
ら
さ
ず
紹
介
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医

療
や
福
祉
が
主
題
に
な
っ
て
い
る
映
画
の
ビ
デ
オ
は
、
私
の
講
義
の

「
参
考
文
献
」
と
し
て
、
図
書
館
で
購
入
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
ビ
デ
オ
の
利
用
状
況
か
ら
み
る
限
り
、
こ
れ

も
大
変
好
評
で
す
。

講
義
に
ま
じ
め
に
出
席
す
る
学
生
ほ
ど
講
義
評
価
が
高
い

　
「
講
義
・
教
員
に
対
す
る
評
価
と
意
見
」
と
「
学
生
諸
君
の
努
力

面
」
と
の
両
方
を
調
査
し
て
い
る
私
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
両
者
の

関
係
を
分
析
的
に
検
討
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
の
点
を
、
一
九

九
〇
年
度
の
「
障
害
児
の
病
理
と
保
健
」
　
「
医
療
保
障
論
（
1
部
）
」
、

「
同
（
H
部
）
」
の
講
義
ア
ン
ケ
ー
ト
で
詳
し
く
検
討
し
た
結
果
、
い

ず
れ
の
科
目
で
も
、
講
義
に
ま
じ
め
に
出
席
し
て
い
る
学
生
ほ
ど
、

私
の
講
義
に
対
す
る
「
全
体
的
評
価
」
が
高
い
こ
と
が
、
定
量
的
に

示
せ
、
自
信
を
持
ち
ま
し
た
。

　
た
と
え
ば
、
　
「
障
害
児
の
病
理
と
保
健
」
　
（
回
答
者
一
二
八
人
）

を
例
に
と
り
ま
す
と
、
講
義
に
対
す
る
「
全
体
的
評
価
」
の
平
均
点

は
四
・
二
七
で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
回
答
者
の
講
義
出
席
回
数
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別
に
「
層
別
化
」
し
て
、
全
体
的
評
価
の
平
均
点
を
見
ま
す
と
、
①

一
五
回
以
上
出
席
者
で
は
四
・
三
三
、
②
同
一
〇
～
一
四
回
で
は
四

・
二
六
、
③
同
五
～
九
回
で
は
四
・
〇
七
で
あ
り
、
出
席
回
数
が
多

い
学
生
ほ
ど
、
私
の
講
義
に
対
す
る
評
価
が
高
い
と
い
う
結
果
が
、

き
れ
い
に
出
て
い
る
の
で
す
。

　
た
だ
し
、
こ
の
結
果
を
「
逆
方
向
」
か
ら
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
つ
ま
り
、
講
義
に
満
足
し
て
い
る
学
生
は
ま
じ
め
に
講
義
に

出
席
す
る
が
、
講
義
に
不
満
を
持
っ
て
い
る
学
生
は
講
義
に
出
席
し

な
く
な
る
た
め
だ
、
と
い
う
解
釈
で
す
。
し
か
し
、
講
義
出
席
回
数

が
九
回
以
下
の
学
生
に
、
そ
の
理
由
を
具
体
的
に
書
か
せ
た
と
こ
ろ
、

講
義
が
つ
ま
ら
な
い
等
の
回
答
は
ゼ
ロ
で
し
た
。
医
療
福
祉
論
（
1

部
）
、
同
（
H
部
）
で
も
、
ま
っ
た
く
同
じ
結
果
を
得
て
い
ま
す
。

H
部
学
生
は
1
部
学
生
に
比
べ
て
講
義
評
価
が
厳
し
い

　
さ
ら
に
、
一
九
九
〇
年
度
医
療
保
障
論
の
講
義
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
講
義
・
教
員
に
対
す
る
意
見
と
評
価
」
の
す
べ
て
の
項
目
に
関
し

て
、
1
部
学
生
と
11
部
学
生
と
の
比
較
も
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
n
部

学
生
の
方
が
1
部
学
生
よ
り
も
厳
し
い
評
価
を
し
て
い
る
と
い
う
興

味
深
い
結
果
も
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
私
は
、
一
九
九
〇
年
度
ま
で
は
、
医
療
保
障
論
講
義
を
1
部
と
H

部
の
両
方
で
受
け
持
ち
、
ほ
ぼ
同
一
内
容
の
講
義
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
私
の
自
己
評
価
で
は
、
質
問
が
ほ
と
ん
ど
出
な
い
1
部
講
義
よ

り
も
、
質
問
が
た
く
さ
ん
出
る
H
部
講
義
の
方
を
「
楽
し
く
」
感
じ

て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
学
生
の
講
義
評
価
は
、
逆
で
、
1
部
に
比
べ
、
H
部

の
方
が
、
　
「
講
義
・
教
員
に
対
す
る
評
価
と
意
見
」
の
八
項
目
す
べ

て
で
、
評
価
が
低
か
っ
た
の
で
す
。
例
え
ば
、
　
「
全
体
的
評
価
」
は
、

1
部
四
・
二
六
に
対
し
て
H
部
は
四
・
一
四
で
し
た
。

　
初
め
は
、
こ
れ
は
、
仕
事
を
持
っ
て
い
る
H
部
学
生
は
、
1
部
学

生
に
比
べ
て
、
講
義
出
席
回
数
が
少
な
い
た
め
だ
と
解
釈
し
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
両
学
部
の
全
体
評
価
の
違
い
は
、
出
席
回
数
別

に
「
層
別
化
」
し
て
比
較
し
て
も
変
わ
ら
な
い
の
で
す
。
つ
ま
り
、

①
一
〇
回
以
上
出
席
者
の
全
体
的
評
価
は
1
部
四
・
三
七
対
H
部
四

・
二
四
、
②
七
～
九
回
出
席
者
で
四
・
一
六
対
四
・
一
〇
、
③
四
～

六
回
出
席
者
で
は
四
・
〇
六
対
三
・
九
〇
で
し
た
。

　
こ
の
結
果
は
、
同
じ
講
義
で
も
、
1
部
学
生
と
H
部
学
生
と
で
は

「
評
価
基
準
」
が
異
な
り
、
社
会
と
の
接
点
が
多
い
H
部
学
生
の
方

が
厳
し
い
評
価
を
す
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
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定
期
試
験
時
に
学
生
に
「
ア
ン
ケ
ー
ト
の
報
告
」
を
配
布

　
以
上
、
主
と
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
う
ち
定
量
的
評
価
に
関

す
る
部
分
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
自
由
記
載
欄
に
書
か
れ
た
意

見
に
も
、
全
体
と
し
て
は
妥
当
な
も
の
が
多
く
、
次
年
度
の
講
義
改

善
に
つ
な
が
る
貴
重
な
意
見
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
他
面
、
私
に
対
す
る
大
変
な
誤
解
や
、
理
科
系
学
生
に

比
べ
て
の
文
化
系
学
生
の
甘
え
も
見
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
一
時
限

開
講
の
講
義
の
欠
席
理
由
と
し
て
堂
々
と
「
朝
起
き
ら
れ
な
い
」
と

書
い
て
い
る
学
生
、
　
「
テ
キ
ス
ト
が
重
い
の
で
あ
ま
り
持
っ
て
こ
ら

れ
な
か
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
学
生
、
更
に
は
、
　
「
名
鉄
電
車
の
時

刻
表
に
合
わ
せ
た
講
義
だ
っ
た
ら
う
れ
し
か
っ
た
」
（
？
）
と
い
う
願

望
な
ど
、
で
す
。

　
私
は
、
　
「
は
じ
め
に
」
で
も
書
き
ま
し
た
よ
う
に
、
定
期
試
験
時

に
学
生
に
配
布
す
る
「
講
義
ア
ン
ケ
ー
ト
の
報
告
」
で
、
定
量
的
評

価
項
目
の
「
得
点
」
分
布
と
平
均
点
を
記
載
す
る
だ
け
で
な
く
、
自

由
記
載
欄
に
書
か
れ
た
「
具
体
的
意
見
に
対
す
る
私
の
コ
メ
ン
ト
」

も
、
で
き
る
だ
け
詳
し
く
書
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
一
九
九
一
年
度
に
は
、
そ
れ
ら
を
、
次
の
七
つ
の
柱
に
分
け
て
書

き
ま
し
た
①
意
見
を
取
り
入
れ
て
来
年
度
講
義
か
ら
改
善
し
ま
す
。

②
意
見
の
趣
旨
は
よ
く
分
か
り
ま
す
が
変
更
は
困
難
で
す
。
③
も
っ

と
詳
し
く
は
他
の
講
義
で
聞
い
て
下
さ
い
。
④
誤
解
で
す
。
⑤
現
在

の
や
り
方
は
変
え
ま
せ
ん
。
⑥
な
ぜ
講
義
中
に
質
問
や
希
望
・
意
見

を
出
さ
な
い
の
で
す
か
？
？
⑦
学
生
の
甘
え
・
わ
が
ま
ま
丸
だ
し
の

意
見
は
正
直
で
す
が
、
社
会
で
は
通
用
し
な
い
だ
け
で
な
く
、
理
科

系
学
生
に
笑
わ
れ
ま
す
。

お
わ
り
に

　
以
上
、
私
が
大
教
室
で
の
講
義
で
実
施
し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
方
法
と
結
果
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。

　
私
は
、
大
学
の
経
営
者
・
管
理
者
が
教
員
の
管
理
の
た
め
に
、
講

義
評
価
を
行
う
こ
と
に
は
、
反
対
で
す
。
し
か
し
、
個
々
の
教
員
が

自
主
的
に
行
う
講
義
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
教
員
自
身
に
よ
る
講
義
の

「
自
己
点
検
」
　
「
品
質
管
理
」
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て

も
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、
大
学
・
教
員

自
身
に
よ
る
「
教
育
評
価
」
の
重
要
な
要
素
に
す
る
た
め
に
、
こ
の

面
で
の
教
員
間
の
交
流
が
も
っ
と
も
っ
と
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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